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春宵　加山又造　昭和60年　第12回創画展　個人蔵

花
と
緑
の�

　
　
　
名
品
展�

―
自
然
と
の
対
話

自
然
と
の
対
話
―�

―
自
然
と
の
対
話
―�

講
　
演
　
会
〈
聴
講
無
料
〉

演
題
　
日
本
人
の
自
然
観

ー
近
世
絵
画
の
花
鳥
風
月
を
め
ぐ
っ
て
ー

講
師
　
冷
泉
為
人

れ
い
ぜ
い
た
め
ひ
と

氏
（

）

日
時
　
九
月
三
十
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分
〜

会
場
　
当
館
ホ
ー
ル

第
18
回
全
国
都
市
緑
化
い
し
か
わ
フ
ェ
ア
協
賛

九
月
二
十
九
日(

土)

〜
十
月
二
十
八
日(

日)

会
期
中
無
休

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

（
入
館
は
四
時
三
十
分
ま
で
）

池
坊
短
期
大
学
学
長

冷
泉
家
二
十
五
代
当
主



本
展
覧
会
は
、
平
成
十
三
年
九
月
八
日
か
ら
十
一
月
十
一
日

ま
で
、
金
沢
城
址
公
園
を
中
心
に
兼
六
園
周
辺
文
化
ゾ
ー
ン
を

主
会
場
と
す
る
「
第
十
八
回
全
国
都
市
緑
化
い
し
か
わ
フ
ェ
ア
」

に
協
賛
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
兼
六
園
周
辺

文
化
ゾ
ー
ン
の
中
心
施
設
で
も
あ
る
当
館
で
は
、
今
回
の
全
国

都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
テ
ー
マ
で
あ
る
〈
人
と
み
ど
り
が
織
り
な

す
文
化
の
く
に
づ
く
り
〉
に
添
い
、
日
本
人
が
自
然
と
の
間
で

織
り
な
す
美
意
識
が
鮮
明
に
表
現
さ
れ
た
美
術
工
芸
の
名
品
を

選
り
す
ぐ
っ
て
展
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
自
然
の
中
で
も
と
り
わ
け
花
と
緑
を
主
題
に
し

た
美
術
作
品
の
中
か
ら
、
古
美
術
か
ら
現
代
ま
で
の
、
時
代
と

分
野
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
豊
か
な
感
性
が
結
実
し
た

成
果
を
堪
能
し
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
絵
画
と
工
芸
の
各
分
野
か
ら
美
術
史
で
高
い

評
価
を
得
て
い
る
名
作
や
、
現
代
作
家
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

作
が
な
ら
ぶ
こ
と
に
な
り
、
日
本
美
術
そ
の
も
の
を
理
解
す
る

に
も
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
内
訳
と
し
て
、
古
美
術
で
は
国
指
定
の
重
要
文
化
財
が

四
点
、
石
川
県
指
定
有
形
文
化
財
が
六
点
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
現
代
作
家
で
は
、
文
化
勲
章
受
章
作
家
が
十
二
名
、
日
本

芸
術
院
会
員
が
十
八
名
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
、
い
わ
ゆ

る
人
間
国
宝
が
十
六
名
を
数
え
、
中
に
は
富
本
憲
吉
と
松
田
権

六
の
よ
う
に
以
上
の
三
つ
の
栄
誉
を
総
て
持
つ
作
家
も
い
る
こ

と
か
ら
、
数
字
は
重
複
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
日
本

画
・
油
彩
画
・
工
芸
の
異
な
っ
た
分
野
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
を
代

表
す
る
作
家
と
そ
の
優
れ
た
作
品
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
は
め

っ
た
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
意
味
で
、
今
回
の
総
出
品
点
数
は
百
三
点
で
す
が
、
一

部
展
示
日
数
の
制
限
が
あ
る
作
品
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
展
示
替
を
行
な
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
常
に
展
示
室
で

は
ち
ょ
う
ど
百
点
の
作
品
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
構
成
し

ま
す
の
で
、
文
字
通
り
「
百
撰
展
」
と
言
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

― 2 ―

石川県立美術館だより　第216号

企画展示室（第7～9展示室）

花と緑の名品展
－自然との対話－

9月29日（土）～10月28日（日）会期中無休
主催／石川県立美術館・北國新聞社

◆
観
覧
料
（
常
設
展
示
室
を
含
む
）

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
1,000円

大学生
600円

高中小生
300円

一　般
800円

大学生
400円

高中小生
200円

個
　
　
　
人

◇
当
館
友
の
会
会
員
は
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ
り
、
団
体
料
金

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

加
え
て
、
日
本
画
・
油
彩
画
・
陶
磁
・
染
織
・
漆
工
等
の
異
な

っ
た
表
現
技
法
と
と
も
に
、
屏
風
・
能
装
束
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形

体
の
変
化
に
富
ん
だ
個
々
の
作
品
は
、
当
然
技
術
と
表
現
は
と
も

に
一
流
の
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
何
と
言
っ
て
も
日
本
人
の
愛
す

る
花
や
緑
が
理
屈
抜
き
に
楽
し
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
回
は
二
階
常
設
展
示
室
で
も
、「
都
市
緑
化
い

し
か
わ
フ
ェ
ア
」
に
協
賛
す
る
展
示
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ

わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
長
い
間
に
培
わ
れ
て
き
た
日

本
人
の
自
然
か
ら
享
受
し
て
き
た
美
の
世
界
に
さ
ら
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
、
本
展
覧
会
の
開
催
が
、
今
日
問
わ
れ
て
い
る
自
然

と
の
共
生
、
す
な
わ
ち
自
然
環
境
へ
の
い
た
わ
り
と
敬
意
を
改

め
て
思
い
起
こ
す
、
さ
さ
や
か
な
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
う
も

の
で
す
。

表
紙
及
び
参
考
図
版
掲
載
以
外
の
主
な
出
品
作
品

◎
＝
重
要
文
化
財
　
□
＝
県
指
定
文
化
財

□
光
悦
色
紙
貼
交
は
り
ま
ぜ

秋
草
図
屏
風
　
本
阿
弥
光
悦
筆

個
人
蔵

吉
野
山
図
屏
風
　
渡
辺
始し

興こ
う

筆

個
人
蔵

◎
夏
秋
草
図
屏
風
　
酒
井
抱
一
ほ
う
い
つ

筆

東
京
国
立
博
物
館
蔵

茶
地
霞
楓
文
唐
織

個
人
蔵

葆ほ

光こ
う

彩
磁
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
文
花
瓶
　
板
谷
波
山
作

当
館
蔵

漆
絵
梅
文
椀
　
松
田
権
六
作

東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵

友
禅
訪
問
着
　
花
の
泉
　
森
口
華
弘
作

個
人
蔵

罌
粟
け

し

土
田
麦
僊
筆

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵

炎
昼

え
ん
ち
ゅ
う

牛
島
憲
之
筆

京
都
国
立
近
代
美
術
館
蔵

（左隻）

□秋草図
喜多川相説
江戸　17世紀　当館蔵

（右隻）

光
の
河
と
花
の
楽
譜
　
芝
田
米
三

平
成
9
年
　
個
人
蔵

平文薄
ひょうもんすすき

の棚
大場松魚
昭和5年　
当館蔵

◎桜螺鈿鞍
さくららでんくら

鎌倉　13世紀　
文化庁蔵

彩
●

さ
い
え
ん

花
瓶
　
夏
日
　
楠く

す

部べ

彌や

弌い
ち

昭
和
51
年

東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵
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石川県立美術館だより　第216号

常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集

花と鳥の世界
9月28日（金）～10月28日（日）

花
と
鳥
に
限
ら
ず
、
草
木
や
虫
、
小
動
物
、
魚
藻
ぎ
ょ
そ
う

、
蔬そ

菜さ
い

な

ど
も
対
象
に
、
ま
た
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
絵
画
を
、
一
般

的
に
「
花
鳥
画
」
と
呼
び
、
人
物
画
や
山
水
画
と
並
ん
で
東
洋

で
最
も
重
ん
じ
ら
れ
た
画
題
の
一
つ
で
す
。

中
国
で
は
、
五
世
紀
、
南
朝
時
代
に
宮
廷
で
扇
に
蝉
や
雀
を

描
く
こ
と
が
流
行
し
た
の
に
は
じ
ま
り
、
後
に
唐
時
代
か
ら
五

代
に
か
け
て
専
門
の
画
家
が
出
現
し
鑑
賞
画
と
し
て
確
立
し
ま

す
。
宋
時
代
に
は
、
宮
廷
の
画
院
に
よ
る
院
体
花
鳥
画
が
興
隆

し
ま
す
が
、
後
期
に
な
る
と
画
院
の
衰
退
に
伴
い
、
在
野
の
文

人
や
僧
侶
の
画
家
が
台
頭
し
活
躍
、
花
鳥
画
も
再
び
隆
盛
し
ま

す
。日

本
で
は
、
鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
頃
、
渡
来
し
た
禅
僧
た
ち

の
影
響
を
受
け
て
、
水
墨
に
よ
る
花
鳥
画
が
描
か
れ
だ
し
ま
す
。

室
町
に
入
る
と
、
院
体
花
鳥
画
を
範
と
し
た
詩
画
軸
の
絵
画
が

好
ま
れ
、
や
が
て
花
鳥
画
と
し
て
独
立
し
た
形
態
が
取
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
桃
山
時
代
に
入
る
と
、
狩
野
派
や
長
谷
川

派
に
よ
る
大
画
面
の
障
壁
画
と
し
て
描
か
れ
、
江
戸
に
入
る
と
、

さ
ら
に
琳
派
、
円
山
四
条
派
な
ど
諸
流
派
の
主
要
な
画
題
の
一

つ
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
、
明
治
以
降
も
日
本
画
家
の
伝

統
テ
ー
マ
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
前
田
育
徳
会
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
花
鳥
画
」、

す
な
わ
ち
花
と
鳥
の
世
界
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
で
す
。

ま
ず
中
国
元
時
代
十
四
世
紀
の
王
若
水

お
う
じ
ゃ
く
す
い
筆
「
花
鳥
画
」
三
幅

対
の
大
作
、
そ
し
て
室
町
水
墨
画
の
大
成
者
雪
舟
筆
と
伝
え
ら

れ
る
重
要
文
化
財
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」、
こ
れ
ら
は
大
名
道

具
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
す
。
こ
の
他
、
江
戸
中
期
の
山
本

梅
逸
ば
い
い
つ

筆
「
林り
ん

和な

靖せ
い

・
花
鳥
図
」
三
幅
対
、
前
田
家
お
抱
え
絵
師

の
六
代
梅
田
九
栄

き
ゅ
う
え
い
筆
「
鷹
狩
図
」
四
巻
の
う
ち
秋
の
景
一
巻
、

そ
れ
か
ら
博
物
学
的
観
点
か
ら
も
貴
重
な
「
鳥
画
帖
」
三
帖
の

う
ち
一
帖
、
明
治
に
入
っ
て
の
村
瀬
玉
田

ぎ
ょ
く
で
ん
・
野
村
文
挙
ぶ
ん
ぎ
ょ

・
瀧た
き

和か

亭て
い

・
川
端
玉
章

ぎ
ょ
く
し
ょ
う
に
よ
る
「
四
季
花
鳥
図
」
四
幅
対
な
ど
、
中
国
、

日
本
の
「
花
鳥
画
」
の
多
彩
な
展
開
が
楽
し
め
ま
す
。

　

「
花
」
と
「
鳥
」。
例
え
ば
、
東
洋
画
で
は
あ
わ
せ
て
「
花

鳥
画
」
と
称
さ
れ
る
画
題
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
絵
画
に
限
ら
ず
、

工
芸
作
品
か
ら
詩
歌
文
芸
に
至
る
ま
で
、
広
く
創
作
の
題
材
と

し
て
古
来
よ
り
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
花
」
と

「
鳥
」
を
愛
で
る
心
や
、
観
察
し
よ
う
と
す
る
好
奇
心
が
あ
っ

た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
人
々
の
心
の
表
象
が
う
か
が
え
ま
す
。

本
特
集
で
は
、
こ
れ
ら
「
花
」
や
「
鳥
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

作
品
を
紹
介
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
出
品
作
品
の
中
か
ら
二
点

を
取
り
上
げ
、『
文
学
』
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て

み
ま
し
ょ
う
。

◎
蒔ま
き

絵
和
歌

え

わ

か

の
浦う
ら

図ず

見
台

け
ん
だ
い

伝
清
水
九
兵
衛

く

へ

え

若
の
浦
に
　
潮
満
ち
来
れ
ば
　
潟
を
無な

み

葦あ
し

辺べ

を
さ
し
て
　
鶴た
づ

鳴
き
渡
る

『
万
葉
集
』

八
世
紀
に
成
立
し
た
『
万
葉
集
』
で
既
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
、

和
歌
浦

わ
か
の
う
ら

（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）
は
景
観
の
美
し
い
名
所
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
絵
画
や
工
芸
作
品
で
は
、
歌
に
詠

ま
れ
た
い
く
つ
か
の
歌
語
を
意
匠
化
し
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ

せ
て
用
い
る
こ
と
で
、
そ
の
名
所
を
表
す
「
見
立
て
」
の
手
法

が
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。
本
作
品
で
は
、
細
か
く
波
立
つ

「
潮
」
・
そ
の
波
間
よ
り
覗
く
「
葦
」
・
舞
い
上
が
る
「
鶴
」

を
表
す
こ
と
で
、
和
歌
浦
を
見
立
て
て
い
る
の
で
す
。

染
付
銹
絵
杜
若
図
茶
碗

そ
め
つ
け
さ
び
え
か
き
つ
ば
た
ず
ち
ゃ
わ
ん

尾お

形
乾
山

が
た
け
ん
ざ
ん

か
ら
衣
　
き
つ
つ
な
れ
に
し
　
つ
ま
し
あ
れ
ば

は
る
ば
る
き
ぬ
る
　
旅
を
し
ぞ
思
ふ

『
伊
勢
物
語
』

物
語
の
主
人
公
で
あ
る
男
は
京
都
よ
り
東
へ
向
か
う
途
中
、

か
き
つ
ば
た
の
美
し
い
八
橋
や
つ
は
し

（
愛
知
県
知
立
市
）
へ
立
ち
寄
り

ま
す
。
こ
の
歌
は
、
八
つ
の
橋
が
架
か
る
そ
の
川
の
ほ
と
り
で
、

『
か
き
つ
ば
た
』
と
い
う
五
つ
の
文
字
を
句
の
上
に
す
え
て
旅

の
心
を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

近
世
に
入
り
、
こ
れ
を
大
胆
に
絵
画
化
し
た
の
が
、
国
宝

「
燕
子
花

か
き
つ
ば
た

図
屏
風
」（
根
津
美
術
館
蔵
）
で
知
ら
れ
る
尾
形
光
琳
こ
う
り
ん

で
す
。
弟
で
あ
る
乾
山
も
同
様
に
そ
れ
を
主
題
と
し
た
作
品
を

遺の
こ

し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、
既
に
八
橋
は
な
く
、
か
き
つ
ば

た
も
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
人
々
は
、
か
き
つ
ば
た

よ
り
そ
の
場
を
思
い
、
遠
く
『
伊
勢
物
語
』
の
世
界
へ
思
い
を

馳
せ
た
の
で
し
た
。

常設展示室（第2展示室）
特　集

花と鳥の世界
9月28日（金）～10月28日（日）

蒔
絵
和
歌
の
浦
図
見
台
　
伝
清
水
九
兵
衛

染
付
銹
絵
杜
若
図
茶
碗
　
尾
形
乾
山
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前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
花
と
鳥
の
世
界

花
鳥
図

王
若
水

お
う
じ
ゃ
く
す
い

◎
四
季
花
鳥
図

伝
雪
舟
等
揚

女
三
十
六
歌
仙
色
紙
雉
図
屏
風

林り
ん

和な

靖せ
い

・
花
鳥
図

山
本
梅
逸
ば
い
い
つ

鷹
狩
図

六
代
梅
田
九
栄

き
ゅ
う
え
い

鳥
画
帖

四
季
花
鳥
図

村
瀬
玉
田

ぎ
ょ
く
で
ん
・
野
村
文
挙
ぶ
ん
き
ょ

・
瀧た
き

和か

亭て
い

・
川
端
玉
章

ぎ
ょ
く
し
ょ
う

紫
檀
鷹
蒔
絵
刀
掛

第
１
展
示
室

'
色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清
に
ん
せ
い

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
２
展
示
室
（
古
美
術
）

古
九
谷

□
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢

□
色
絵
百
花
散

ひ
ゃ
っ
か
ち
ら
し
双
鳥
図
平
鉢

色
絵
鴛
鴦
お
し
ど
り

流
水
図
平
鉢

特
集
　
花
と
鳥
の
世
界

◎
蒔
絵
和
歌
の
浦
図
見
台

伝
清
水
九
兵
衛

□
柳
鷺
図
屏
風

狩
野
尚
信

□
飴
釉

あ
め
ぐ
す
り
烏
香
炉

初
代
大
樋
長
左
衛
門

染
付
銹さ
び

絵え

杜
若

か
き
つ
ば
た
図
茶
碗

尾
形
乾
山
け
ん
ざ
ん

黒
釉
蒲
公
英

た
ん
ぽ
ぽ

図
茶
碗

尾
形
乾
山

第
３
・
４
展
示
室
（
油
彩
画
・
彫
塑
・
造
形
）

特
集
　
館
蔵
優
品
展

油
彩
画

鋭
角
の
雲

勝
本
冨
士
雄

1
9
8
2
年
　
私

鴨
居
　
玲

パ
ラ
ダ
イ
ス

清
水
錬
徳

フ
ー
ド
の
女
Ⅰ

高
光
一
也

夏
山

宮
本
三
郎

《
田
辺
栄
次
郎

緑
の
叙
情
》

リ
ヨ
ン
の
丘

セ
ー
ヌ
川
遠
望

ロ
ッ
シ
ュ
展
望

彫
塑
・
造
形

青
年

竹
下
慶
一

常設展示室

主な展示作品
9月28日（金）～10月28日（日）

'＝国宝　◎＝重要文化財
□＝石川県指定文化財

草
笛

中
島
東
洋

白
銅
浮
彫
「
聖
歌
の
碑
」

蓮
田
修
吾
郎

第
５
展
示
室
（
工
芸
）

特
集
　
館
蔵
優
品
展

陶
芸

葆ほ

光こ
う

彩
磁
蔓
草
文
細
口
花
瓶

板
谷
波
山

釉ゆ
う

裏り

金
彩
秋
草
譜
飾
鉢

吉
田
美
統

漆
工

庭
の
草
道
沈
金
ち
ん
き
ん

彫ぼ
り

手て

筥ば
こ

前
　
大
峰

蓬
●
ほ
う
ら
い

之の

棚た
な

松
田
権
六

染
色

浜
木
綿

談
議
所
栄
二

友
禅
白
金
茶
焦
茶
桐
文
訪
問
着
「
初
秋
」

羽
田
登
喜
男

金
工

砂さ

張は
り

銅
鑼
ど

ら

魚
住
為
楽

加
賀
象
嵌
ぞ
う
が
ん

四
季
の
花
飾
壷

高
橋
介
州

木
竹
工

欅
造
盛
器

川
北
良
造

桑
造
金
銀
縮
れ
線
象
嵌
軸
箱

氷
見
晃
堂

第
６
展
示
室
（
日
本
画
）

特
集
　
館
蔵
優
品
展

玉
蜀
黍
群
虫
図

木
村
雨
山

籠
の
牡
丹

黒
田
櫻
の
園

仮
面
舞
踏
会

坂
根
克
介

竹
梅
図

鈴
木
華
邨

お
ぼ
ろ
夜

中
町
　
進

花
車

羽
根
万
象

寂
寞

原
田
太
乙

皓

曲
子
光
男

※
今
月
の
常
設
展
示
は
第
18
回
全
国
都
市
緑
化
い
し
か
わ
フ
ェ
ア

協
賛
で
す
。

□
色
絵
百
花
散
双
鳥
図
平
鉢
　
古
九
谷

ロ
ッ
シ
ュ
展
望
　
田
辺
栄
次
郎

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

玉
蜀
黍
群
虫
図
　
木
村
雨
山

青
年
　
竹
下
慶
一

蓬
●
之
棚
　
松
田
権
六

來莱



美
術
館
の
仕
事
の
中
心
は
、
美
術
品
の
展
示
に
そ
れ
が
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
方
で
調
査
研
究
業
務
も
重
要

な
事
柄
の
一
つ
で
あ
る
。
昭
和
三
十
四
年
に
開
館
し
、
古
美
術

を
中
心
に
、
そ
れ
な
り
の
展
示
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
気
が

付
い
て
み
る
と
、
石
川
の
地
域
に
ど
の
よ
う
な
美
術
品
や
文
化

財
が
存
在
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全
く
気
を

払
っ
て
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
地
域
の
人
々
と
交
流
を
深
め
、

地
域
に
所
在
す
る
優
れ
た
美
術
品
や
文
化
財
を
再
発
見
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
文
化
財
の
所
在
綜
合
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
開
館
し
て
か
ら
七
年
目
の
昭
和
四
十
一
（
一
九
六

六
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
頃
美
術
館
が
単
独
で
こ
う
し
た

調
査
を
実
施
し
て
い
る
所
は
、
ま
だ
皆
無
で
あ
っ
た
。

さ
て
実
施
す
る
こ
と
に
は
な
っ
た
が
、
美
術
館
に
は
車
が
な

い
。
調
査
員
も
私
を
含
め
て
わ
ず
か
二
人
だ
っ
た
。
そ
こ
で
足

を
確
保
す
る
こ
と
と
、
ス
タ
ッ
フ
を
充
実
さ
せ
る
意
味
で
、
調

査
対
象
地
域
の
市
町
村
教
育
委
員
会
と
共
催
し
て
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。
し
か
し
当
時
は
今
日
の
よ
う
な
車
社
会
で
は
な
く
、

教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
は
専
用
車
を
も
っ
て
い
な
い
所
も
あ
っ

た
。
今
考
え
れ
ば
随
分
と
強
引
な
や
り
方
で
実
施
し
た
も
の
で
、

当
時
の
各
教
育
委
員
会
職
員
の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
の
で
は
な
い
か
と
、
冷
や
汗
を
か
く
思
い
で
あ
る
。
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
職
員
の
方
や
、
各
市
町
村
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
の
相
当
数
の
方
々
は
、
も
は
や
物
故
者
が
多
く
な
り
、

昔
日
の
感
を
深
く
す
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
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美
術
館
小
史
・
余
話
15

文
化
財
所
在
綜
合
調
査
の
実
施（
一
）

嶋
崎
　
丞
す
す
む

当
館
館
長

第
31
回
文
化
財
現
地
見
学

舞
鶴
・
福
知
山
の
文
化
財
を
訪
ね
て

参
加
者
募
集

期
　
　
日
　
十
月
二
十
日（
土
）〜
二
十
一
日（
日
）

一
泊
二
日
、
宿
泊
は
福
知
山
市
。

参

加

費
　
二
四
、
〇
〇
〇
円

（
友
の
会
会
員
以
外
の
方
は
二
五
、
〇
〇
〇
円
）

募
集
定
員

四
十
五
名
（
対
象
は
原
則
と
し
て
成
人
）

見
学
予
定
地

◎
金
剛
院
（
舞
鶴
市
）

高
丘
親
王
創
建
。
深
沙
大
将
立
像
（
快
慶
作
・
重
文
）
他

◎
円
隆
寺
（
舞
鶴
市
）

行
基
創
建
。
三
体
本
尊
（
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
薬
師
如
来
坐

像
、
釈
迦
如
来
坐
像
、
以
上
す
べ
て
重
文
）
他
。

◎
舞
鶴
市
立
赤
レ
ン
ガ
博
物
館
（
舞
鶴
市
）

平
成
五
年
開
館
。
旧
舞
鶴
海
軍
兵
器
廠
魚
形
水
雷
庫
（
市
文
）

を
改
装
。
レ
ン
ガ
を
テ
ー
マ
と
し
た
世
界
初
の
博
物
館

◎
照
福
寺
（
綾
部
市
）

含
勝
庭
（
枯
山
水
庭
園
・
名
勝
）

◎
天
寧
寺
（
福
知
山
市
）

絹
本
著
色
十
六
羅
漢
像
（
重
文
）
龍
の
鱗
（
天
井
絵
）
他
。

◎
観
音
寺
（
福
知
山
市
）

通
称
丹
波
あ
じ
さ
い
寺
。
丹
波
西
国
第
一
番
札
所
。
本
堂
、

鐘
楼
（
と
も
に
府
文
）
他
。

お
申
し
込
み
の
方
法

例
年
参
加
ご
希
望
の
方
が
大
変
多
い
た
め
、
事
前
に
参
加
希

望
者
全
員
の
立
ち
会
い
の
も
と
で
厳
正
な
抽
選
を
行
い
、
申
し

込
み
者
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
当
選
の
方
は

そ
の
場
で
お
申
し
込
み
を
受
付
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
抽
選

会
は
十
月
十
四
日
（
日
）
の
予
定
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
当

日
午
後
三
時
ま
で
に
当
館
ホ
ー
ル
へ
直
接
ご
来
場
下
さ
い
。

ご
注
意

☆
抽
選
会
出
席
者
以
外
の
方
の
お
申
し
込
み
は
一
切
お
受
け
い

た
し
ま
せ
ん
。

☆
参
加
希
望
者
一
名
に
つ
き
、
必
ず
一
名
ご
来
場
下
さ
い
。

☆
友
の
会
会
員
の
方
は
会
員
証
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

☆
当
選
後
、
参
加
の
権
利
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
必
ず

当
館
へ
ご
連
絡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
当
館
よ
り
、

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
方
へ
順
番
に
参
加
権
を
お
譲
り
し
て
い

き
ま
す
。

☆
二
日
間
に
わ
た
り
長
時
間
の
バ
ス
移
動
が
あ
り
、
ま
た
相
当

の
距
離
を
歩
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
特
に
今
回
見
学
を
予
定

し
て
い
る
金
剛
院
と
天
寧
寺
は
、
と
て
も
急
で
長
い
石
段
も

登
り
ま
す
。
移
動
と
観
覧
時
間
に
は
十
分
配
慮
い
た
し
ま
す

が
、
お
身
体
の
具
合
、
特
に
足
腰
に
自
信
の
な
い
方
は
、
今

回
の
参
加
を
ご
遠
慮
下
さ
い
。

昨
年
度
の
文
化
財
現
地
見
学
（
上
・
勧
修
寺
、
下
・
安
楽
寿
院
）
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各
地
の
展
覧
会

十
月

※
開
催
日
程
、
休
館
日
、
内
容
等
は
直
接
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち

10
／
2
〜
11
／
11

東
京
国
立
博
物
館
（
東
京
都
台
東
区
・
〇
三
―
三
八
二
二
―
一
一
一
一
）

現
代
の
布

11
／
18
ま
で

東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
（
東
京
都
千
代
田
区
・
〇
三
―
三
二
一
一
―
七
七
八
一
）

智
積
院
の
名
宝

9
／
27
〜
10
／
28

京
都
国
立
博
物
館
（
京
都
市
東
山
区
・
〇
七
五
―
五
四
一
―
一
一
五
一
）

第
53
回
正
倉
院
展

10
／
27
〜
11
／
12

奈
良
国
立
博
物
館
（
奈
良
市
・
〇
七
四
二
―
二
二
―
七
七
七
一
）

華
麗
な
る
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
　

花
の
様
式
　
ナ
ン
シ
ー
派
美
術
展

10
／
2
〜
11
／
11

サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム﹇
天
保
山
﹈（
大
阪
市
港
区
・
〇
六
―
六
五
七
七
―
〇
〇
〇
一
）

キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
東
洋
美
術
館
所
蔵
　
浮
世
絵
展

11
／
4
ま
で

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
（
姫
路
市
・
〇
七
九
二
―
八
八
―
九
〇
一
一
）

貸
出
中
の
所
蔵
品

仰
観
椨
察

木
戸
孝
允
筆

日
本
武
尊
像

松
井
乗
運
作

計
二
点

展
覧
会

「『
兼
六
公
園
』
の
時
代
」
展

会
　
期

九
月
八
日（
土
）〜
十
一
月
十
一
日（
日
）

会
　
場

石
川
県
立
歴
史
博
物
館

牧
歌

宮
本
三
郎
筆

マ
ラ
イ
の
少
女
（
南
方
従
軍
素
描
集
の
内
）

宮
本
三
郎
筆

安
南
娘
（
東
京
風
）（
南
方
従
軍
素
描
集
の
内
）
宮
本
三
郎
筆

計
三
点

展
覧
会

開
館
一
周
年
記
念
特
別
展

「
小
磯
良
平
と
宮
本
三
郎
」

会
　
期

九
月
二
十
一
日（
金
）〜
十
一
月
十
一
日（
日
）

会
　
場

小
松
市
立
宮
本
三
郎
美
術
館

赤
絵
金
彩
龍
文
鉢

浅
井
一
毫
作

赤
絵
龍
図
花
瓶

石
野
竜
山
作

色
絵
金
彩
花
詰
蓋
物

清
水
美
山
作

色
絵
青
海
波
貝
文
花
瓶

初
代
中
村
秋
塘
作

色
絵
金
彩
海
龍
図
遊
環
花
瓶

春
名
繁
春
作

釉
下
色
絵
遊
魚
図
飾
壷

初
代
宮
川
香
山
作

赤
絵
鳳
凰
文
花
瓶

初
代
宮
川
香
山
作

計
七
点

展
覧
会

板
谷
波
山
と
近
代
の
陶
芸

―
「
創
造
」
と
「
個
性
表
現
」
の
系
譜
―

会
　
期

十
月
六
日（
土
）〜
十
一
月
十
八
日（
日
）

会
　
場

茨
城
県
陶
芸
美
術
館
（
笠
間
市
）

図
書
閲
覧
室
Ｎ
Ｏ
Ｗ

新
着
図
書
紹
介

今
月
は
新
着
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
中
か
ら
『
菅
原
道
真
没
後

千
百
年
　
天
神
さ
ま
の
美
術
』（
東
京
国
立
博
物
館
他
編
）

を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

菅
原
道
真
を
祭
神
と
す
る
天
神
信
仰
は
、
室
町
時
代
頃
か
ら
、

朝
廷
や
貴
族
、
そ
し
て
武
士
や
農
民
に
い
た
る
各
層
に
広
ま
っ

て
い
き
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
多
様
な
信
仰
の
様
相
を
見
せ
、

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
江
戸
時
代
頃
か
ら
は
、
手
習
い

や
学
問
の
神
様
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
方

加
賀
藩
前
田
家
と
天
神
信
仰
は
、
特
に
三
代
利
常
の
頃
か
ら
深

い
関
係
が
あ
り
、
道
真
に
関
す
る
資
料
を
積
極
的
に
収
集
し
た

こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
来
年
は
道
真
没
後
千
百
年
に
当
た
り
、
東
京
、
福
岡
、

大
阪
を
巡
回
す
る
記
念
展
覧
会
が
今
年
開
催
（
現
在
は
福
岡
市

博
物
館
、
十
月
二
十
五
日
ま
で
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
は
そ

の
図
録
で
す
。、
約
二
百
八
十
件
に
も
及
ぶ
道
真
ゆ
か
り
の
資

料
を
集
め
た
、
こ
の
大
規
模
展
覧
会
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
な

っ
て
お
り
、
図
版
は
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、
絵
巻
な
ど
は
拡
大
図
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
複
数
の
研
究
者
に
よ
る
論
文
、
作

品
解
説
も
充
実
し
て
い
て
、
天
神
信
仰
や
美
術
を
体
系
的
に
理

解
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

＊
開
室
時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分
。
貸
出

し
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

第
48
回
日
本
伝
統
工
芸
展
金
沢
展

十
一
月
二
日（
金
）〜
十
一
日（
日
）

（
第
７
・
８
・
９
展
示
室
）

陶
芸
・
染
織
・
漆
芸
・
金
工
・
木
竹
工
・
人
形
・
そ
の
他
の

工
芸
の
七
部
門
の
作
品
約
三
百
五
十
点
を
展
示
し
ま
す
。
今
回

石
川
県
内
の
入
選
は
九
十
六
点
。
こ
れ
は
全
都
道
府
県
の
中
で

最
も
多
い
数
で
す
。
石
川
県
か
ら
は
漆
芸
の
坂
本
康
則
氏
が
日

本
工
芸
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
、
鑑
査
委
員
・
特
待
者
の
中
か
ら

選
ば
れ
る
日
本
工
芸
会
保
持
者
賞
は
、
金
工
の
中
川
衛
氏
が
受

賞
し
ま
し
た
。

本
展
で
は
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）

の
先
生
方
の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
講
演
会
、
列
品
解

説
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

入
場
料

一
般
六
〇
〇
円
　
大
学
生
四
〇
〇
円
　
高
校
生
以
下
無
料

団
体
料
金
は
各
一
〇
〇
円
引

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

企
画
展
示
室

（
美
術
館
の
本
）

石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
品
図
録

税
込
定
価（
円
）三
、
五
〇
〇

前
田
利
為
と
尊
經
閣
文
庫

二
、
〇
〇
〇

前
田
利
家
没
後
4
0
0
年

利
家
が
生
き
た

桃
山
時
代
の
美
術

二
、
五
〇
〇

没
後
25
年
　
写
実
と
幻
想
の
巨
匠

宮
本
三
郎

二
、
三
〇
〇

―
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
―

九
谷
名
品
図
録（
改
訂
版
）

二
、
〇
〇
〇

没
後
15
年
　
一
期
は
夢
よ

鴨
居
玲
展

二
、
〇
〇
〇

彫
刻
家
　
吉
田
三
郎
展

二
、
〇
〇
〇

花
の
様
式
　
ナ
ン
シ
ー
派
展

二
、
二
〇
〇

花
と
緑
の
名
品
展
　
―
自
然
と
の
対
話
―

二
、
〇
〇
〇

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
中

郵
送
ご
希
望
の
方
は
当
館
へ
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
1
〇
七
六
―
二
三
一
―
七
五
八
〇
）

！！

最
新
刊



― 7 ―

石川県立美術館だより　第216号

と
、
ち
ょ
っ
と
意
外
だ
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
納
得
し

て
い
た
だ
き
、
ひ
と
安
堵
で
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
意
中
の
作

品
は
何
だ
っ
た
の
か
と
、
今
で
も
気
に
か
か
り
ま
す
。
も
う
一

つ
の
候
補
は
「
フ
ー
ド
の
女
Ⅰ
」
と
い
う
、
と
て
も
華
麗
な
作

品
だ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
の
作
風
と
は
ち
ょ
っ
と
合
わ
ず
、

今
の
高
光
先
生
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、「
ア
ラ
ブ
の
旅
」
が

一
番
だ
と
考
え
た
の
で
す
が
、
先
生
は
ど
う
も
違
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
で
も
、「
フ
ー
ド
の
女
Ⅰ
」
で
も
な
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
も
う
今
と
な
っ
て
は
解
け
な
い
謎

で
す
。

高
光
先
生
の
作
風
は
、
中
村
研
一
に
師
事
し
て
帝
展
に
初
入

選
し
た
昭
和
七
年
以
降
、
ほ
ぼ
十
年
を
区
切
り
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。
写
実
に
始
ま
り
、
戦
後
抽
象
美
術
の
台
頭
に
応
じ

て
前
記
の
「
裸
婦
」
に
見
ら
れ
る
色
彩
よ
り
も
造
形
を
重
視
し

た
作
風
に
移
り
、
そ
の
後
、
色
彩
と
形
体
の
自
然
主
義
的
調
和

を
目
指
し
、
最
後
は
こ
れ
ら
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
、
白
を

基
調
と
し
た
重
厚
な
作
風
に
達
し
ま
す
。
こ
う
し
た
様
式
の
変

遷
に
対
し
、
描
か
れ
る
も
の
は
一
貫
し
て
女
性
像
で
し
た
。
で

す
か
ら
、
高
光
先
生
の
作
品
を
通
し
て
見
る
こ
と
は
、
女
性
像

の
変
遷
を
見
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
も
っ
と
も
身

※「
花
と
緑
の
名
品
展
」期
間
中
の
毎
週
日
曜
日
、午
前
十
一
時
よ
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。ど
な
た
で
も
お
聞
き
い
た
だ

け
ま
す
が
、観
覧
料
が
必
要
で
す
。

※
全
館
休
館
日
は
十
月
二
十
九
日(

月)

〜
三
十
一
日（
水
）で
す
。

常
設
展
示
室
案
内
②

花
と
鳥
　
〜
江
戸
の
「
美
術
」
と
「
文
学
」
の
交
差
点

（
村
上
尚
子
　
学
芸
員
）

※
作
品
解
説
を
含
む
た
め
、
常
設
展
示
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

日
本
の
文
様
（
22
分
）

森
口
華
弘
と
京
都
友
禅
　
華
麗
な
元
禄
の
色
模
様
（
23
分
）

近
代
日
本
の
銅
像

（
北
澤
　
寛
　
学
芸
主
任
）

宗
達
・
空
間
の
魔
術
師
（
23
分
）

蒔
絵
　
大
場
松
魚
の
平
文
の
わ
ざ
（
32
分
）

自
然
と
の
対
話
　
―
秋
草
と
日
本
人
の
心
―

（
高
嶋
清
栄
　
学
芸
専
門
員
）

バ
ッ
ハ
の
カ
ン
タ
ー
タ

J.

S.

バ
ッ
ハ
‥
カ
ン
タ
ー
タ
第
14
番
・
第
16
番
（
約
40
分
）

洋
画
家
列
伝
　
10

三
岸
好
太
郎

（
二
木
伸
一
郎
　
学
芸
主
査
）

友
禅
　
森
口
華
弘
の
わ
ざ
（
30
分
）

西
出
大
三
　
截
金
の
美
（
30
分
）

10
／
6(

土)

10
／
7(
日)

10
／
13(

土)

10
／
14(

日)

10
／
20(

土)

10
／
21(

日)

10
／
27(

土)

10
／
28(

日)

行
　
　
事

月
　
　
日

十
月
の
行
事
案
内
《
入
場
無
料
・
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
》

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

会
　
場

次
回
の
展
覧
会

特
　
　
集

茶
道
具
と
婚
礼
調
度
（
前
田
育
徳
会
展
示
室
）

特
　
　
集
　
石
川
県
の
名
宝

（
第
２
展
示
室
）

特
　
　
集
　
館
蔵
優
品
展

（
第
３
〜
６
展
示
室
）

十
一
月
一
日（
木
）〜
二
十
六
日（
月
）

以
上
の
展
覧
会
は
す
べ
て
第
18
回
全
国
都
市
緑
化
い
し
か
わ

フ
ェ
ア
協
賛
で
す
。

昭
和
五
十
一
年
十
月
に
M
R
O
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
「
高
光

一
也
人
物
50
年
展
」
の
際
の
ポ
ス
タ
ー
に
選
ば
れ
た
の
は
「
裸

婦
」（
昭
和
二
十
七
年
第
38
回
光
風
会
展
出
品
作
、
当
館
蔵
）

で
し
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
と
き
の
衝
撃
は
今
で
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
当
時
、
高
光
先
生
の
作
風
「
ア
ラ
ブ
の
旅
」「
カ
サ
ブ

ラ
ン
カ
」
に
見
ら
れ
る
、
現
代
美
人
を
異
国
の
地
に
配
す
る
と

い
っ
た
趣
の
も
の
で
、
若
輩
者
に
は
ち
ょ
っ
と
理
解
し
が
た
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
青
年
は
荒
野
を
目
指
す
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
も
っ
と
角
が
立
つ
よ
う
な
刺
激
が
ほ
し
い
。

と
こ
ろ
が
、「
裸
婦
」
は
ま
さ
に
そ
の
思
い
に
適
っ
て
い
た
の

で
す
。
真
正
面
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
裸
婦
を
と
ら
え
、
太
く

黒
々
と
し
た
線
で
ぐ
い
ぐ
い
と
輪
郭
を
刻
み
、
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
ナ
イ
フ
で
思
い
っ
き
り
よ
く
絵
具
を
乗
せ
て
い
く
、
し
か
も

腕
も
足
も
大
胆
に
カ
ッ
ト
し
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
古
代
の
ギ
リ

シ
ャ
や
ロ
ー
マ
の
手
足
を
消
失
し
た
彫
刻
、
つ
ま
り
ト
ル
ソ
の

よ
う
に
、
力
強
い
造
形
を
見
せ
て
い
る
の
で
す
。
と
て
も
新
し

く
見
え
ま
し
た
。

こ
の
作
者
が
あ
の
美
人
画
を
と
い
う
思
い
は
、
当
時
絵
に
関

心
の
あ
る
若
人
に
共
通
の
も
の
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

街
頭
に
貼
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー

が
よ
く
剥
が
さ
れ
た
と
聞
い

た
と
き
に
は
、
さ
も
あ
ら
ん

と
う
な
ず
い
た
も
の
で
し

た
。
展
覧
会
場
で
の
衝
撃
は
、

む
ろ
ん
、
こ
こ
に
記
す
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
関
連
で
述
べ
ま
す

と
、
昭
和
五
十
九
年
に
当
館

で
開
催
し
た
「
高
光
一
也
展
」

の
際
の
ポ
ス
タ
ー
作
品
は
、

悩
ん
だ
末
に
「
ア
ラ
ブ
の
旅
」

と
い
た
し
ま
し
た
。
先
生
に

は
相
談
せ
ず
、
当
方
の
独
断

で
決
め
た
の
で
す
が
、
出
来

上
が
っ
て
、
高
光
邸
で
初
め

て
お
見
せ
し
た
と
き
は
、

少
々
手
が
震
え
ま
し
た
。
先

生
は
「
こ
れ
に
し
た
の
か
」

（右）裸婦　昭和27年
（左）アラブの旅　昭和50年

画
風
の
変
遷
そ
の
一

企
画
展
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

近
で
普
遍
的
な
形
を
描
き
続
け
て
、
観
る
者
を
飽
き
さ
せ
な
い

と
い
う
剛
腕
。
こ
れ
は
驚
く
べ
き
こ
と
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

次
回
は
こ
の
変
遷
に
つ
い
て
も
う
少
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
二
木
伸
一
郎
　
学
芸
主
査
）

＊
「
没
後
15
年

高
光
一
也
展
」

平
成
十
四
年
一
月
四
日（
金
）〜
二
十
七
日（
日
）
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石
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県
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美
術
館
だ
よ
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第
二
一
六
号
　
平
成
十
三
年
十
月
一
日
発
行

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三
　
金
沢
市
出
羽
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六（
二
三
一
）七
五
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六（
二
二
四
）九
五
五
〇

休
　
館
　
日

十
月
二
十
九
日（
月
）〜
三
十
一
日（
水
）

一
方
の
足
を
振
り
上
げ
、
相
手
の
急
所
を
め
が
け
て
ま
さ
に

飛
び
か
か
ろ
う
と
す
る
も
の
と
、
片
や
大
地
に
足
を
踏
ん
張
り
、

ぐ
っ
と
身
構
え
た
二
羽
の
鶏
の
一
瞬
を
と
ら
え
た
姿
で
す
。
鋭

い
目
つ
き
、
と
が
っ
た
く
ち
ば
し
、
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
足
、

鶏
の
激
し
い
動
き
の
様
を
見
事
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

闘
う
鳥
、「
軍
鶏
し
ゃ
も

」
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
態
で
、
激
し
い
気
質
と

情
熱
を
込
め
た
制
作
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
は
、
何
事
に
も

一
徹
さ
を
貫
い
た
作
者
の
生
き
方
を
写
し
出
す
か
の
よ
う
で

す
。
表
面
の
ご
つ
ご
つ
し
た
肌
は
、
作
者
の
特
徴
と
も
い
え
る

も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
の
鳥
の
強
さ
を
い
っ
そ
う
感
じ

さ
せ
、
緑
の
地
に
箔
押
し
さ
れ
た
金
の
鮮
や
か
さ
は
、
ひ
と
き

わ
そ
の
存
在
感
を
際
だ
た
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

長
谷
は

せ

川が
わ

八
十
や

そ

は
、
当
初
、
東
京
美
術
学
校
で
高
村
豊
周
に
鋳

金
を
学
び
ま
し
た
。
帰
郷
し
て
彫
刻
に
道
を
改
め
、
そ
の
後
は

彫
刻
一
筋
に
活
躍
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
ま
す
。
戦
前
は
二
科
展
、

戦
後
は
二
紀
展
に
出
品
し
、
文
展
や
帝
展
と
い
っ
た
官
展
系
の

作
家
が
多
い
当
時
の
風
土
に
あ
っ
て
、
数
少
な
い
在
野
の
作
家

の
一
人
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
戦
後
の
混
乱
の
中
、
い

ち
早
く
行
動
を
起
こ
し
、
高
光
一
也
ら
と
と
も
に
石
川
県
美
術

文
化
協
会
を
設
立
し
た
ほ
か
、
現
在
の
金
沢
美
術
工
芸
大
学
の

前
身
で
あ
る
金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
の
創
立
に
力
を
注
ぎ
、

自
ら
教
壇
に
立
っ
て
、
戦
後
の
石
川
彫
刻
界
に
と
っ
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

（
谷
口
　
出
　
学
芸
専
門
員
）

軍　鶏
長谷川八十
明治42年（1909）～昭和57年（1982）

昭和52年　1977

第31回二紀展

（左）高86.0 幅60.0 奥行34.0（cm）
（右）高80.0 幅56.0 奥行40.0（cm）

『花の様式　ナンシー派展』
（定価2,200円）

ミュージアムショップ通信ミュージアムショップ通信

「
ナ
ン
シ
ー
派
展
」
は
好
評
の
う
ち
に
、
先
日
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
一
拠
点
だ
っ
た
ナ
ン
シ
ー
の
名
品

が
、
質
量
と
も
に
こ
れ
ほ
ど
充
実
し
た
形
で
公
開
さ
れ
た
の
は
、

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
然
、
特
に
植

物
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
独
特
の
曲
線
か
ら
な
る
装
飾
ス
タ
イ
ル

に
、
本
当
に
も
う
時
間
を
忘
れ
て
、
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
来
館
者
は
や
は
り
女
性
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

皆
さ
ん
、
き
っ
と
満
足
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
え
、
そ
れ
な
ら
見
に
行
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
、
今
回
見
逃
し

て
し
ま
っ
た
人
は
、
大
阪
（
6
頁
参
照
）
ま
で
追
っ
か
け
て
も
ら

う
か
、
せ
め
て
図
録
の
方
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。
展
示
室
で
公
開

さ
れ
た
す
べ
て
の
作
品
は
言
う
に
お
よ
ば
ず
、
解
説
文
も
も
れ
な

く
収
録
。
当
館
へ
直
接
来
ら
れ
て
展
示
指
導
に
携
わ
っ
た
、
ナ
ン

シ
ー
派
美
術
館
館
長
さ
ん
ら
が
執
筆
の
概
説
で
は
、
貴
重
な
古
い

写
真
が
た
く
さ
ん
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
…
、
こ
れ

ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
に
一
人
の
日

本
人
（
高
島
北
海
）
が
関
わ
っ
て
い
た
な
ん
て
…
。
注
目
さ
れ
た
、

そ
の
高
島
北
海
に
関
す
る
記
事
ま
で
詳
し
く
載
っ
て
い
て
、
と
て

も
読
み
応
え
の
あ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
コ
ー
ル
・
ド
・

ナ
ン
シ
ー
の
旅
を
も
う
一
度
！

訂
正
と
お
詫
び

本
紙
前
号
（
第
二
一
五
号
）
6
ペ
ー
ジ
「
展
覧
会
回
顧
　
坂
寛

二
・
坂
坦
道
油
絵
と
彫
刻
」
の
記
事
中
に
次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
訂
正
し
、
ご
遺
族
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

6
ペ
ー
ジ
上
段
、
最
後
か
ら
二
行
目

誤

藹
山．

→

　
正

藹
舟．

○

○


